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１．はじめに 

科学・技術論文を自動分類するとき，研究分野で

分類を行っているものがほとんどである．例えば，

[1]は研究分野のカテゴリの時間的変化を考慮に

入れた論文のカテゴリ分類を行っている．また，

論文の自動分類の研究ではなくても，自動分類の

評価実験のために論文を用いるケースもある

[2,3]．その際も論文は分野別に分類される． 

 しかし，論文は分野内でさらに研究内容により

分類することができる．例えば，「文書分類」と

いう研究分野には「属性選択」や「多重ラベリン

グ」などの研究内容が挙げられる． 

このように研究内容で分類することで，研究分

野で分類している場合に比べて，より詳細に論文

を整理することができる．したがって，論文が分

野別に整理されているだけの場合より，検索を効

率的に行うことができると考えられる． 

 そこで本研究では，論文を研究内容で自動分類

する方法を提案する．一般的に論文は章立てされ

ており，各章ごとに書かれる内容が異なる．この

章立てを利用することで，論文から研究内容に関

する記述部分を抽出し，その抽出した文章を一文

書として扱うことで研究内容での自動分類を実

現する． 

 本稿の構成は以下の通りである．まず 2 章で論

文の構成とその構成要素の分類についての述べ

た後，提案手法の説明を行い，3 章で実験手順と

結果を述べ，4 章で考察を行い，5 章で結論と今

後の課題について述べる． 

2．提案手法 

 論文を自動分類する際，多くの研究が論文のア

ブストラクトあるいは本文を一文書として用い

ている．しかし，本研究では研究内容が記述され

ている部分を抽出し，その抽出された文章を一文

書として分類を行う． 

 本章では論文の構成について述べ，その後，構

成要素が「研究分野に関する記述」と「研究内容

に関する記述」に分類できることを示した後，提

案手法の説明を行う． 

2.1 論文の構成要素 

論文の本文は，序論部，本論部，結論部から構

成される[4]．本研究では，本論部をさらに「提案

手法」と「実験」に分割する．「文書分類」に関

する論文を 101 編集めたが，そのうち 73 編が提

案手法と実験方法を章立てて記述しているため，

このように分割できると考えた．以下，本論文で

は 4 つの構成要素を「序論，提案手法，実験，結

論」と記述する． 

次に各構成要素の内容について説明する．「序

論」に記述される内容は，研究の目的や研究を行

う理由，研究分野の歴史や関連研究などである．

「提案手法」には，研究の目的を実現するための

方法，研究に用いる用語の定義などが記述される．

次の「実験」には，評価実験の方法や実験データ

の内容，比較対象，実験結果などが記述される．

最後に「結論」には，実験結果の分析や提案手法

の問題点・改善方法，研究のまとめ，これからの

課題などが記述される． 

2.2 記述内容の分類 

前述した構成要素 4 つをさらに「研究分野に関

する記述」と「研究内容に関する記述」に分類す

る． 

－　341 －



まず，「研究分野に関する記述」について説明

する．研究の目的や研究の必要性は同じ分野内で

内容が類似する．例えば，「情報検索」の分野で

は，多くの電子データからユーザが望む情報を効

率良く見つけ出すという共通の研究目的がある．

また，同一分野内の研究では提案手法を評価する

際に共通の評価尺度が用いられることが多い．

「文書分類」でテストデータがどれだけ正しく分

類できたかを表す正解率などが例として挙げら

れる．このような同一分野内で内容が類似するも

のを「研究分野に関する記述」とする．つまり，

前節で述べた 4 つの構成要素の「序論」と「実験」

がこれにあたる． 

 次に「研究内容に関する記述」について「文書

分類」の研究内容「属性選択」を例に説明する．

「文書分類」では多くの場合，文書を単語集合

(bag of words)に変換し，処理を行う．bag of 

words を使用した研究として[5]などがある．この

単語集合の要素を選択する方法の研究が「属性選

択」である．「属性選択」の論文には，従来の文

書の表現法，つまり，文書から単語を抽出する方

法などの問題点が「文書分類」の他の研究内容よ

り多く記述される．つまり，論文には研究の内容

ごとに記述される項目に偏りや，あるいは特定の

研究内容にしか記述されない項目が生まれる．こ

のような内容を「研究内容に関する記述」とする．

また，前節で述べた 4 つの構成要素の中で「提案

手法」がこれにあたる． 

また，「結論」に書かれる内容は，前節で述べ

たとおり，実験結果の分析や提案手法の問題点・

改善方法，研究のまとめ，これからの課題などで

ある．この内容は「序論」や「実験」よりも「提

案手法」に関係が強いと考えられるため，「結論」

も「研究内容に関する記述」といえる． 

2.3 提案手法 

 論文を研究内容で分類するために「研究内容に

関する記述」を用いて論文の分類を行う．しかし，

本研究では「研究内容に関する記述」のうち，「提

案手法」のみを用いる．「考察」を除く理由は，「考

察」の内容が各研究固有の問題点などであるため，

研究内容ごとに分類する際には不要と考えるた

めである． 

 例として本稿の本文の章立てを利用し，論文か

ら「研究内容に関する記述」を抽出する方法を説

明する．本稿の章立ては表 1 のような構成になっ

ている．この章立てを 4 つの構成要素に対応付け

ると表 2 のように

なる．表 2 内の番

号は表 1 で示した

章立ての章番号で

ある．したがって，

分類時に用いる

「研究内容に関す

る記述」は「2.提案

手法」となる． 

また，本研究で

は文書の特徴とし

て名詞を用いる．名詞の抽出は形態素解析器

MeCab1を用いて行った．また，分類器には文書

分類でよく用いられる単純ベイズ分類器を用い

た[10,11]． 

3．評価実験 

3.1 実験データ 

 本研究は論文の研究内容による分類のため，処

理を適用する文書集合は分野ごとに分類されて

いる必要がある．本実験では，JDreamⅡ2および

CiNii3より「文書分類」に関する論文を集めた．

集めた論文数は 101 編である．集めた論文は PDF

形式であるため，OCR ソフトを用いてテキスト

ファイルへの変換を行った。また、「研究内容に

関する記述」部分は人手で抽出した．学習および

評価を行うため，集めた論文を人手で 6 つのカテ

ゴリに分類した．6 つの分類は「属性選択，重み 

                                                   
1 http://mecab.sourceforge.net/ 
2 http://pr.jst.go.jp/Jdream2/ 
3 http://ci.nii.ac.jp/ 

表 2:章と構成要素の対応 

1:序論 

2:提案手法 

3:実験 

4,5:結論 

表 1:本稿の章立て 

1.はじめに 

2.提案手法 

3.評価実験 

4.考察 

5.まとめ 
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付け，特定ジャンル，多重ラベリング，アルゴリ

ズム，その他」である．各カテゴリの文書数は表

3 に示す． 

「属性選択」とは，文書を単語集合に変換する

際に単語集合の要素の選択や追加を行い文書分

類の精度の向上を図る研究のことである．例えば，

[6]ではシソーラスを用いて単語の上位概念を取

得し，単語集合に加えることで同義語を考慮した

文書分類を行っている．次に「重み付け」とは，

分類を行うとき，単語の出現頻度を用いるのでは

なく，単語や文書の重要度などを何らかの処理に

より単語に対応する数値を計算し，その数値を用

いて分類を行おうとする研究のことである．文書

の重要度を用いる研究の例として[7]が挙げられ

る．[7]は時系列的な文書に対し，新規性を考慮し

たクラスタリングを行うため，時間の経過にした

がって文書の価値を逓減させる手法を提案して

いる．「特定ジャンル」とは，本研究のように特

定のジャンルの文書を対象とした研究のことで

ある．「多重ラベリング」は，1 つのデータと複数

のカテゴリに対応させる研究のことである．「ア

ルゴリズム」とは，今まで行われていないクラス

タリングアルゴリズムを提案している研究であ

る．例として[8,9]などが挙げられる．「その他」

とは，上記のどのクラスにも属さない研究内容の

論文とした． 

3.2 実験方法 

 まず，テストデータを 5 個あるいは 10 個ラン

ダムに選択する．残りを学習データとし，ナイー 

 

ブベイズ分類器で学習を行った．その後，テスト 

データの分類を行い，その正解率を算出する．正

解率の以下の式によって算出する． 

 

以上の作業を 50 回行った．また，比較実験とし

て論文の本文全てを用いた場合の実験も同様に

行った． 

3.3 実験結果 

提案手法と比較実験の平均正解率を表 4 に示す． 

4．考察 

 表 3 よりわかるように，提案手法と論文の本文

を用いた場合の比較実験の結果，正解率にほとん

ど差は見られなかった．この結果より，提案手法

が比較実験より精度が良い分類が行えるとは言

えない． 

 本手法の問題点の 1 つとして，単語頻度が考え

られる．表 5 に実験中に取得した各カテゴリの頻

出単語上位 5 個を示す．表 5 の通り，全てのカテ

ゴリに「文書」，5 つのカテゴリに「分類」，他に

も多くの文書分類に関する単語が入っていて，カ

テゴリ特有の単語(例：多重ラベリングの「ラベ

ル」)がほとんど出現していない．そのため，各カ

テゴリを特徴づけるような単語が出現していて

も，その単語頻度が小さいためにカテゴリ推定に

影響を与えず，誤分類の原因となると考えられる．

その解決方法として，全てのカテゴリに共通する

単語の影響を小さくするため，各カテゴリから特

徴となる単語を選択し，その単語に重みを付ける

ことが考えられる． 

また，学習データが多い方の精度が悪くなると 

表 3:実験データ 

カテゴリ名 文書数(編) 

属性選択 25   

重み付け 5   

特定ジャンル 17   

多重ラベリング 7   

アルゴリズム 29   

その他 17   

表 4:実験結果(正解率:％) 

手法(テストデータ数) クローズドテスト オープンテスト 

提案手法(5) 94.7 43.2 

比較手法(5) 96.8 39.2 

提案手法(10) 95.1 46.0 

比較手法(10) 96.9 45.8 
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いう実験結果であった． 

 この原因として，テストデータが少ないため，

1 つの誤りの影響が大きく点が挙げられる．した

がって，より多くのデータで実験を行う必要があ

る． 

実験の結果，分類精度にはほとんど差がないと

言えるが，提案手法と比較実験では用いる文章量

が異なるので，提案手法の方が比較実験に比べ，

より少ない文章で同等の精度と示すことができ

たと言える． 

5．まとめ 

 本研究では，章立てに注目した論文の研究内容

による自動分類を提案した．論文の構成を利用し，

研究内容に関する記述を抽出し，その部分を一文

書として分類を行うことで実現を試みた．評価実

験の結果は本文全体を用いた場合と同等の精度

であった．しかし，提案手法は比較実験に比べ少

ない文章量で同程度の精度を示すことができた． 

 今後は，より精度を向上させる方法と学習デー

タと分類精度の関係の解明を行っていきたい． 
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表 5:各カテゴリの頻出単語 

頻度順位 属性選択 重み付け 特定ジャンル 多重ラベリング アルゴリズム その他 

1 文書 文書 分類 分類 分類 分類 

2 分類 クラスタ 文書 文書 クラス 文書 

3 単語 類似 電報 データ ラベル 単語 

4 分野 分野 抽出 クラスタ 文書 確率 

5 ベクトル クラスタリング 重要 単語 学習 記事 
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